
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

   

                                  

 

 

 

 

 

  

玉川上水駅
の上水 

特定非営利活動法人 
国分寺市にふるさとをつくる会 

理事長 白木 昭憲 
〒185-0024 東京都国分寺市泉町２-６-２-４０４ 
℡：090-6034-4616  fax：042-324-2125 
E-mail:shiraki@way.ocn.ne.jp 

国分寺市にふるさとをつくる会 

２４１号   令和４年４月１日発行 

会員継続のお願い 

 日頃は、会の運営にご支援頂きまして有難うご

ざいます。お礼申し上げます。 

さて令和３年度は、コロナ感染拡大で、基幹事業

の子ども達対象の「森の自然塾」は年間計画１０

回に対し実施は４回ノミ、小学校支援環境学習は

全て中止、東京都自然体験作業・学習支援も中止

となり、子ども達の期待に応えられない、極めて

残念な年になりました。 

また市民対象の自然・歴史観察学習会等も、殆ど

実施することが出来ませんでした。 

 会の運営に関しましては、会員の皆様をはじ

め、行政機関様、リオン株式会社様・中央システ

ム技研株式会社様・株式会社日立製作所中央研究

所様のご支援により、堅実に行えております事を

ご報告申し上げます。 

新年度（令和 4 年 6 月～令和 5 年 5 月）を迎え

るにあたり、引き続き会員継続を頂きたくお願い

申し上げます。 

なお新年度の会費徴収には、地区担当委員がお

伺いしますので、よろしくお願い申し上げます。          

理事長 白木 昭憲 

 

姿見の池にホタルを復活させましょう！ 

姿見の池ホタルの会副代表 小林 敏孝 

 ホタルの会も今年で５年になり、 

姿見の池で「ヘイケボタル」を観 

察出来る事を願って会員４名が中 

心になり飼育しています。 

自分で作った飼育容器で、幼虫を 

昨年８月からヒメタニシを餌に育 

てています。今年の３月から土を 

入れた上陸装置に移し蛹になり、 

成虫“ホタル”となります。毎年 40～50 匹がホタルとなり光

を放ちます。その後産卵床に移し、20 日位過ぎると卵から

幼虫になります。 

 国分寺市の協力で、姿見の池の西側の水路約 10ｍ位を, 

ホタル育成地区として、年間を通して環境を整備し、４名

の会員が独自の方法で４月頃から上陸装置を整備し、幼虫

からホタルになるのを見守ります。 

毎年６月後半から７月始めにかけて池の淵瀬を、成虫に

なったホタルが飛びます。 

今年は、自然に近い形で群飛発光するホタルが見られる

様に、ホタル観賞会を開き、会員の方や市民、特に子ども

達が楽しめる様に頑張ります。  

 

《多摩に歩く会》 

身近な玉川上水、ホントに知ってる? 

新緑の玉川上水沿い遊歩道を歩く・玉川上水駅～平櫛田中彫刻美術館 

私達にとって身近にある玉川上水。羽村の堰取水口から多摩川の水が取り入れられていますが国分寺市の近く 

を流れる玉川上水にはその多摩川の水が流れていないのをご存じでしょうか？ 

今回は上水沿いの遺構を学びながら小平の平櫛田中彫刻美術館までを歩きます。 

日 時：令和４年 4 月 22 日（金） ＊雨天中止  

集 合：午前 10 時玉川上水駅南口広場（多摩モノレール・西武拝島線）  

参加費：500 円（美術館入館料、保険、資料代を含む） 

持ち物：弁当・水筒、歩くのに適した服装、雨具、*敷物（昼食時に必要） 

申し込み：メールまたははがきにて氏名、年齢、携帯番号、メールアドレスを記載して 

〒186-0013 国立市青柳 2-25-8-406 （メール：nemimi2006@adagio.ocn.ne.jp） 

多摩に歩く会 代表 酒井宏幸  TEL 070-6667-9241 

締め切り：4 月 12 日（火） 必着 （先着 2０名） 

コース：（徒歩約 6km、ほぼ全線上水沿いの遊歩道・15 時解散予定）  

    玉川上水駅⇒小平監視所⇒上水小橋⇒新堀用水⇒上水公園⇒水車橋⇒ 

    小川水衛所跡⇒平櫛田中彫刻美術館⇒西武多摩湖線一ツ橋学園駅(解散) 

    ※平櫛田中彫刻美術館入館料は参加費に含みます。 

玉川上水駅 
の上水 

清流復活 
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ホームページ 

NPO法人 
国分寺市に 
ふるさとをつくる会 

せたがや百景「高源院」 

４月行事予定 
4 日(月) 防災推進の街づくり仲間の会 

          井戸端会議  
9:30 室内プール前井戸 

９日(土) ふるさとをつくる会 
合同幹部会議 

       14:00 恋ヶ窪公民館 

13 日(水) 森の自然塾会議 

9:30 恋ヶ窪公民館 

16 日(土) 日吉町町内会定例会 

     13:30 日吉フードセンター  

17 日(日) 森の自然塾 

   9:30 エックス山中央 

17 日(日) 国分寺市環境ひろば 

   10:00 国分寺市役所 

20 日(水) 多摩の自然を楽しく学ぶ会 

9:30 西武池袋線・石神井公園駅 

22 日(金) 多摩に歩く会 

10:00 玉川上水駅 

24 日(日) 姿見の池ホタルの会 
         作業： 9:30 姿見の池 

会議：14:00 恋ヶ窪公民館 

24日(日) 防災推進の街づくり仲間の会  

14:00 恋ヶ窪公民館 

28 日(木) 会報配布準備 
13:30 恋ヶ窪公民館 

(印刷 13:00～)  

28 日(木) 多摩に歩く会 会議 

15:00 恋ヶ窪公民館    

 

 

烏山寺町から玉川上水緑道・神田川を歩いて！ 

多摩に歩く会スタッフ 横山 滋 

風が少し冷たかった２月２４日、久し 

振りの市報応募に参加した多数の市民を 

含む２２名で烏山寺町を散策しました。 

関東大震災の翌年から下町の様々な宗派 

の２６もの寺院が集まり、緑につつまれ 

た落ち着いた雰囲気をかもしだす寺町は 

“世田谷の小京都“とも云われています。 

今回は、寺町通り沿いに、現代の蕎麦屋の屋号「庵」の故事になっ

た蕎麦禁制の石碑・俳人宝井其角の句碑と供養塔の称往院、大震災の

傷跡が残る梵鐘・客殿の妙壽寺、郵便切手にもなった美人画で名高い

浮世絵師喜多川歌麿の墓がある専光寺、武蔵野台地に特徴の宙水をた

たえる弁財池の水面に浮御堂が映える高源院など６寺院を駆け足で

見学して回りましたが、四季折々に違った表情を楽しめる寺町をまた

チャンスが有ればゆっくりと散策してみたいものです。 

かつて江戸市中に水を運んだ玉川上水の緑道から神田川遊歩道を

水源の井の頭池まで約１時間。緩やかな流れを横目にさかのぼった井

の頭公園は、平日にも関わらず、春まじかを感じさせる賑わいでした。 

なお嬉しいことに参加者から４名の方が新たに入会されました。 

 

 

4 月 17 日（日）。 
X 山へ集合：９時 20 分  

解散：12 時です。 
（雨天の時は中止です。） 

春、X 山にはお花がいっぱい咲いてい
ます。 
誰も種も蒔かないのにお花が咲くのな
ぜでしょうか？ 
では お花を調べて「花博士になりまし
ょう！」 
そのあと お花をさがして「ビンゴゲー
ムで遊びましょう！」 

X 山は楽しいですよ。 
 

ＱＲコードＲ
コード 

せたがや百景「高源院」 

森の自然塾のご案内 

3 月の森の自然塾  スタッフ(NEAL リーダー) 近江 吉郎 

3 月の自然塾は好天に恵まれ、20 日に X 山と姿見の池で行いまし

た。児童 20 名と保護者 13 名が参加、親子で野鳥観察を行いました。  

コロナ禍で思うように活動ができずストレスが溜まっていました

が、今年度初めての屋外活動を楽しみました。スタッフとしても待

ちこがれた一日でした。 

姿見の池は初めてという親子も多く、双眼鏡の使い方を学び、じ

っくり野鳥を観察できました。移動距離が長いことが心配でしたが、

何とか時間内に納まり無事故で塾を実施することができました。今

回観察できた野鳥はヒヨドリ・シジュウカラ・メジロなど計 7 種類

で前回を下回りましたが、偶然カルガ 

モのカップルの求愛の姿を目撃した人 

もいました。親子揃って泳ぎ歩く姿を 

見られる日が楽しみです。 

「中止や参加の確認を手分けして電話 

で行い、スタッフと参加者のコミュニ 

ケーションが増した 」「注意事項を良く聞き、野鳥観察のマナーを

守っていた」「終業式間近となり子供たちの成長の姿が窺える」はス

タッフの感想です。保護者の方からは「今年度は中止が多かったの

で次年度も応募したい」「姿見の池には野鳥も多く見られ、地元を再

発見した」「親子で野鳥観察ができ、プロの詳しい解説を聞けて良か

った」との励ましの言葉もいただきました。(写真はヒヨドリです。) 

 

 

 


